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西国分寺駅北口駅前エリアの検討状況について 

令和５年２月 11 日（土）と 15 日（水）に，第４回西国分寺駅北口駅前

エリアの整備の実現化に向けた意見交換会を開催しました。 
  
 

 

 

 

 

➞道路の問題というのは，この 26ha 全体の問題として，これまでも議論をしてきたが

今回は駅前エリアを整備していこうという議論をしている。当然ながら緊急車両がア

クセスできないなどの課題もあるので，まずはアクセス道路といった都市基盤の検討

を行い，それから駅前広場等も含めて整備を行い，幅員の狭い駅前付近の道路課題を

解決していこうといった議論をこれまで進めてきている。あわせて，アクセス道路に

ついても同時に検討している。駅前街区の外側のエリアについては，駅前エリアの検

討・整備が進んだ後に段階的に整備するのか，もしくは都市計画の用途地域や地区計

画といったもので誘導的に整備するのかを今後考えていく必要がある。まずは駅前街

区を，道路や広場を含めて検討していく。 

➞北側アクセス道路は幅員 12ｍを想定している。また，沿道 20ｍについては，道路幅 

員が 12m の道路西側端部から 20m を想定しており，用途地域の変更を検討する。
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➞現状の道路を拡幅するのかなどの詳細な道路の形状やルートについては，駅前の詳細

な検討をすることにより決まっていく。また，権利者との話し合いについては，意見

をうかがいながら進めていきたい。 

➞新府中街道から直接駅前エリアにアクセスするいわゆる生活道路の話だが，そのよう

な議論は，まちづくり計画を議論している中で生活道路の問題として少なからず議論

してきた。住まわれている方々は新府中街道から現在の府中街道や国３・４・６号線

に抜けるような 26ha を通過する交通は望まないといった意見が多かった。したがっ

て，まずは駅前街区でしっかりと基盤整備をしながら駅前の整備をする。その上で，

生活道路に関しては必要な幅員を検討しつつ，実際に道路事業でやるか，あるいは，

地区計画という手法で時間をかけて生活道路を広げていくといった議論が，まちづく

り計画の検討段階であった。よって，まずは駅前エリアで検討していくという流れで

考えていることをご理解いただきたい。 

➞用途地域の見直しについては，今後どのようなまちなみにしていくかによって用途地 

域を定めていくものである。例えば，商業地域の場合は，娯楽施設や店舗，風俗施設 

などが建てられるが，用途地域と地区計画を一緒に決めることになっているので，用 

途地域で，実際に建てることができる用途であっても，地区計画によって細かい規制 

をかけることができる。今の段階で具体的に何ができて，これができないということ 

を明確に申し上げるのは難しいが，今後，検討を進めて行く中で具体的にこういった 
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店舗はどうしても建てたくないという議論を皆さんと一緒にしていきたいと思って 

いる。

➞実際どのような用途地域にしていくかの具体的な内容については，ご意見を聞きなが 

ら決めていくことになるので，突然決定しましたということにはならない。その点は 

ご理解いただければと思っている。 

➞アンケート調査については，平成 27 年にまちづくり計画の検討に入る前段階で基礎 

調査という形で，住んでいる方々や駅利用者を対象に実施した経緯がある。ただ，そ 

のアンケートの内容としては，まちなみやどういったところに課題があるのか，駅前 

の今の状況をどう思うかなどのご意見を募るようなアンケートで，結果としては今の 

ままではよくないだろうというご意見が多数あった。よって，具体的に用途地域など 

をどうしたいかという意見を直接聞いたアンケートではない。具体的な内容なので， 

対象をしぼらずにアンケートを実施していくというより，意見交換会の場だとか，直 

接権利者の方々と，このようなまちなみにしたいから，ここまでの用途が可能な用途 

地域や地区計画にしたいという議論を繰返していくほうが実際には進めやすいと思 

っている。皆様へのご意見の伺い方に関しては，アンケートも含め，今後も引続き検 

討していきたいと思う。
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➞その通りである。 

➞一般的な都市計画道路の事業となれば買収となるかもしれないし，以前に紹介した区

画整理というやり方であれば買収という形ではなくて（減歩により公共用地を確保し

て）道路を造るという形になると思う。したがって，事業手法をどうしていくかとい

う話の中で皆様と決めていければと思っている。 

➞緑と水の軸について，まちづくり計画では，まちづくりのプロセスの中でここに道を 

造るとか小川を造るとか，緑があるようなまちなみがいいという様な概念の中でここ 

に緑と水の軸を示している。 

➞まちづくり計画を検討する中で，農地が残された地区であることから参加者の方々か 

ら緑豊かであってほしいといった声があった。さらに，水といった概念をまちづくり 

の中で再現できないかなというご意見もあった。実現できるかわからないが，当時の 

議論としては，地下の鉄道施設には，湧水がありそれを活かして小川か何かできない 

かとの議論もあった。あくまで，まちづくり計画の中では理想を描いているという性 

質もあるので，今後具体的に都市基盤を考えていく中で緑をどのように設えていくか， 

また水辺空間を広場にどう配置するのかといったことも含めて考えていくというも 

のとして，メニュー出しとして捉えていただきたい。ここに本当に小川を造ると決ま 

ったわけではないので，今後の検討の中でどのように再現していくかを考えていくこ 

とになる。 

➞国３・４・６号線は 16m で，府中街道も 16m となる。その幅員から４m 狭くしたイメ 

ージを持っていただければと思う。武蔵野線横の現道の幅員については，広いところ 

でおそらく９m程度になっていると思う。 
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➞現実的に現在全く道がない住宅街に 1本新しい道路を造るとなると，事業にもよるが 

相当な時間を要するかと思う。そういう意味では，９mぐらいあるところをプラス３ 

m 広げるほうが，事業を行うにあたりより早く費用もかけずにできるというのが現実 

的な選択肢かと考えている。ただ一方で，西側に造れば高低差が少なくなるというご 

意見も確かにおっしゃるとおりだと思うが，現在，市として想定しているのは武蔵野 

線沿いで幅員 12m のアクセス道路を検討させていただいているという状況である。

➞大きな土地を持っている事業者の方は一定数いる。まちづくり計画の検討でもＪＲに 

は参加していただいた。今後進めていくに当たっても事業者の方々も一権利者となる 

ので，話し合いは今後行っていきたいと思ってる。その時期がいつになるかは，皆様 

のご意見を聞きながら同時進行という形になると思うが，できれば早い段階から始め 

ていきたいと思っている。現状では情報提供はしているが，協議という形まで進んで 

いないので，もう少し様々な意見等をまとめ，イメージができたときに協議ができれ 

ばいいと思っている。 

➞今回，検討を進めていくエリアを示させていただき，進め方についてはまだ検討段階 

ではあるが，エリア全体の意見を一度に聞くことは難しいので，各地域に分かれてご 

意見をいただくとか，そのようなことができればよいと思っている。 
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➞南北の通路については，現在ＪＲの駅構内を通らないと南北を行き来することができ 

ない状況で，終電後はシャッターが閉まるという非常に不便な状況だということは以 

前から議論はしてきた。ただ，今すぐに橋を架けると明言することは難しいが，その 

ようなご意見をいただいているということは我々としても認識しているところであ 

る。駅前広場，交通広場，建築物などの検討を進めて行く中で，南北のアクセスをど 

う考えていくかもセットで考えていきたい。

➞交通広場は南口にあるようなバス，タクシー，一般車両などが入れるロータリーをイ 

メージしている。また，歩行者広場は，歩行者専用の広場，今でいう国分寺駅北口の 

ような歩行者専用の空間をイメージしている。 

➞広さ等についてはこれからの検討となる。検討を進めて行く中で，駅前街区が広がる 

可能性もあるし駐輪場などのここに示されていない詳細の検討，必要な施設の検討を 

行っていくことで見えてくる。より具体になった段階でもう少し明確になる。

➞足りないから必要というわけではなく，どのような機能が必要であるか検討を行いそ 

の検討をもとに大きさを決めていくこととなる。 

➞まだ詳細のイメージを示せる段階ではないので，権利者のご意見を伺いながら，一緒 

に進めて行ければと思う。より意見をいただけるような場を設けていきたいと考えて 

いる。

➞駅前付近に駐輪場などの施設は必要になると考えている。例えば地下にするという案 

や場所に関する検討が必要であると思う。ただ，今の台数より減らすということ 

は基本的には考えられず，検討が進むことにより詳細な駐輪場の必要台数が見え 
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てくるので，庁内の関係部署とも連携を取りながら進めて行きたいと思っている。 

➞スケジュールがどれぐらいかかるのかは何年も前から問われている。20 年，30年， 

50 年かけるかというと，当然そこまで時間をかけたくないと思っている。いつまで 

にできるのか断言はできないが，可能な限り早く整備を実現したいと考えている。た 

だ，そのためには，都市計画の決定を踏むプロセスといったものがあるので，何年か 

かるかというのは，皆様が自分事として，市と一緒にどのような将来像を導き出して 

いくかの合意形成にどれだけ時間がかかるかによると思っている。それにより早けれ 

ば数年で済むのか，数十年かかるのかという整備の実現までの期間が決まってくると 

思う。まずは合意形成を数年でできることであれば進めていきたいと担当としては思 

っている。権利者の方々と，一権利者である市が共に自分事として西国分寺駅北口を 

どのようにしていきたいかを考えていき，合意形成を築いていくことによってどの程 

度の時間がかかるかが見えてくると思う。

➞今後，意見交換会に参加されていない方に対してどのようにすればご意見をいただけ 

るかを検討していければと思っている。 
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➞現状では宅地開発を制限する規制はされていない状態である。 

➞国３・４・６号線からの幅員 12m の道路を想定の道路は，現状，都市計画としての位 

置づけがなく強制力があるわけではない。現段階では規制することができない状態で 

ある。道路の幅員については，駅前の詳細な検討を進めて行く中で，交通量調査など 

の調査をした上で，必要な幅員が最終的に決まっていくことになる。 

➞過去の意見交換会では，具体的な幅員は示しておらず，現状，コンビニエンスストア 

があるアンダーパスのところしか駅前へのアクセスできない。その中で緊急時に備え 

て，北側からのアクセス道路も必要ではないかというご意見があった。それを踏まえ 

て今回，市としての案として幅員 12m を想定して示している。

➞影響範囲の具体的な件数は把握してはいないが，多くあると認識している。 
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➞エリアが最終的に決定となるのは，都市計画決定のタイミングと捉えていただければ 

と思う。今年度はこのエリアを今後の都市計画変更や整備事業する範囲として考えて 

いる。具体的な年数は回答できないが，どのようなまちにしていくのかを検討してい 

く中で皆様と合意形成を築いた上で都市計画決定ができる。少しでも早く都市計画決 

定をしたい思っている。

➞幅員については，バスを想定しているわけではなく駅前をどのようなものにしたいか 

により最終的に決まっていくと思っている。 

➞用途地域の見直し検討エリアについては，すべてを更地にしてまちをつくり変えるよ 

 うな検討をしているわけではない。今後の検討によるが，駅直近から優先的に進んで 

 いく形になると考えている。検討エリアの変更については基本的にこのエリアで進め 

 ていきたいと考えている。住み続けることができるかは現段階で明確にお答えする 

 ことはできない。事業手法によっては地区外への転出や地区内に残るという事業手法 

 もあるが，現状のまま住み続けることができない方がいるのも事実として考えられる。 

➞どのようなまちにするかにより，事業手法が決まっていくので，明確にはお答えする 

ことはできない。当然ながら，権利者の方々と真摯に向き合っていく姿勢は取りたい 

と思っている。ご理解いただきたい。

➞住んでいる方の全員が現状のままでよいといった場合はわからないが，このエリアの 

まちづくり計画はすでに策定されており市の意向としては，より良いまちをつくる姿 

勢は崩さないでいきたいと思っている。 
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➞武蔵野線のアンダーパスを通れるように地盤を下げるなどの工事は，橋脚の基礎があ 

るので困難である。そのため，まちづくり計画を検討している段階でも北側からのア 

クセス道路が必要であるとしているので，今回このような形で示している。

➞参加していない権利者の方は多くいるので，現在，参加していない権利者の方々が 

どの様にすれば参加してもらえるかを検討しながら進めて行きたいと思っている。 

整備の実現に向けては，権利者の合意は必要になるので，引続き丁寧に進めて行きた 

いと思っている。

以上 


